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<論 説〉

英語通信文の発達にまっわる歴史的要因

稲 津 一 芳
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ま と め

は じ め に

1066年 の ノ ル マ ン征服(TheNormanConquest)以 来,英 国 で は,い わ ゆ る

「二 重言 語 社 会 」が成立 し,上 流 階級 で は主 に フ ラ ンス語(ま た知識階級では主に

ラテン語)を,下 層 階 級 で は主 に英 語 を使 用 す るとい う時代が200年 余 り続 い

た。

しか し14世 紀 に な る と,英 ・仏 の利害 の対 立 が先鋭 化 し,両 国 はっ い に百 年

戦 争(X337-1543)へ と突 入 した。そ の た め英 国 で は,国 民 の 間 に フ ラ ンスに対 す

る激 しい敵対感情 が芽生え,敵 国 の言 語 で あ る フ ラ ンス語 へ の反発 そ して国

内で の フラ ンス語 の使用禁止 ・廃止の動 きへ と展開 してい った。

このよ うなナ ショナ リズムの高 ま りに加 えて,英 国社 会 で は,労 働 者 階級 の

地 位 の向上,裕 福 な 中産 階級 の 出現 な ど,市 民 は,今 まで の封 建 的 な抑 圧 か ら,

よ り 自由な生 活 を楽 しめ るよ うにな り,当 然 彼 らの共通 言 語 で あ った英 語 も気

がねな く様 々な状況 で使用 され るよ うにな った。例 えば,大 衆 娯 楽 の ひ とつ で

あ った文 学 作 品 の多 くも英語で書 かれ,さ らに学 校,議 会,法 廷 な どで も英語

の使 用 が支 配 的 とな った。
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こ う して英 国 で は徐 々 に,母 国語 と して の英 語 の便利 さが 見直 され,最 初 は

「話 し言 葉」 と して,次 に 「書 き言葉 」 と して,英 語 は,広 く使用 され るよ うに

な った。や がて15世 紀 にな る と,英 語 は,文 字通 り母 国 語 と して の地 位 を不動

の ものに し,あ らゆ る階層,あ らゆ る場 所 ・場面 で使 用 され るよ うにな った。

この母 国語 と しての英語,特 に書 き言 葉 と して の地 位 の 向上 に貢献 したの

は,「 書 き言 葉 と して定 期 的 に英 語 を使用 した英国最初 の王(thefirstEnglish

(1)

monarchtousethewrittenvernacularwithanyregularity)」 と い わ れ た ヘ ン リ ー

5世[HenryV(1413-22)]で あ っ た 。 当 時 王 は,フ ラ ン ス と の 戦 い を 有 利 に す

す め る た め に,戦 費 の 容 易 な 調 達 と 英 国 国 民 の 反 仏 感 情(ナ シ ・ナ リズ ム)の 高

揚 を も く ろ み,戦 地 か ら の 通 信 に あ え て 英 語 を 使 用 し た 。 王 本 来 の 意 図 が 達 成

さ れ た か ど う か は と も か く,王 が 英 語 を 用 い て 通 信 し た と い う事 実 は,「 王 自 ら

英 語 で お 書 き に な る 」 と い う こ と を 国 民 に 知 ら しめ る こ と に な り,結 果 的 に は

書 き 言 葉 と して の 英 語 の 使 用 を 積 極 的 に 勧 あ る こ と に な っ た 。 例 え ば,下 記 の

レ タ ー は,王 が1418年,大 法 官 で あ る ダ ラ ム 州 の 大 司 教ThomasLangleyに

宛 て た も の で あ る 。

Bytheking.WorshipfulfatherinGod,righttrustyandwell-

beloved:forasmuchaswehavebeenfullyadvisedtomakeour

MasterMason-asmasterStevenwas-onecalledColchester,who

ismastermasonbothofthechurchofYorkandofWestminster,we

willthatyousendforthesaidColchesterandthatyougivehimhis

chargeanddomakehimapatentunderourGreatSealsuchashas

beenaccustomedbeforethistimeinthatcase.Givenunderour

Signet[Seas]inourtownofBernayinNormandytheseconddayof

(2)
June.

こ の レ タ0に 代 表 さ れ る よ う に,ヘ ン リー5世 の英 文 レ タ ー は,一 定 の 規 則

(therulesofthedictamen)に 従 って 書 か れ た,無 駄 の な い,冗 長 な言 い 回 し も

な い["thesaid(Colchester)"の よ う な や や 固 い 法 律 用 語 も見 られ る が],当 時

と して は最 高 の 英 文 ビ ジ ネ ス レ タ ー("notonlythefirstbutalsothebestEnglish
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(3)
businessletters")で あ った。

なぜ この よ うな一 定 の形 式 に則 った英語通信文 がで きたのであろうか。 また

その基本形 はど こに存 在す るのか。恐 らく専 門家で あ る王室書 記 の手 に よっ

て,従 来 の ラテ ン語 も し くは フ ラ ンス語 の書式(慣 習あるいは伝統)に 基 づ いて

書 か れ たの で あ ろ う。MalcolmRichardsonも 「英 語 の レターの書 き方 は,か

な りの程度 ロー マ帝 国 時 代 に遡 るラテ ン語 の伝統(Latintraditi・n)を 受 け継 い

で い窒 」 と指 摘 して い るよ うに,そ の ル ー ツを探 るに はか な り歴 史を遡 る必要

が あ る。

そ こで本稿で は,ま ず通 信 文 の原形 と もいえ る レターの起源を探 り,そ れが

どの よ うに して受 け継 がれ,発 展 して い った のか,そ して人 々 は どの よ うに し

て そ れ を学んで きたのかな どを明 らかに したい。

1レ ターの起 源

古 代 カ ル タ ゴ人(theCarthaginians)は,西 ア フ リカ の 交 易 で,い わ ゆ る 「沈
(5)

黙 交 換 取 引 」 に 従 事 し て い た 。 そ の 仕 組 み は,

ThereisacountryinLibya,andanation,...,wheretheynosooner

arrivebutforthwiththeyunladetheirwares,and,havingdisposed

themafteranorderlyfashionalongthebeach,leavethem,and,

returningaboardtheirships,raiseagreatsmoke.Thenatives,when

theyseethesmoke,comedowntotheshore,and,layingouttoview

somuchgoldastheythinktheworthofthewares,withdrawtoa

distance.TheCarthaginiansuponthiscomeashoreandlook.Ifthey

thinkthegoldenough,theytakeitandgotheirway;butifitdoes

notseemtothemsufficient,theygoaboardshiponcemore,and

waitpatiently.Thentheothersapproachandaddtotheirgold,till

theCarthaginiansarecontent.Neitherpartydealsunfairlybythe

other:fortheythemselvesnevertouchthegoldtillitcomesupto
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theworthoftheirgoods,nordothenativeseverycarryoffthe

goodstillthegoldistakenaway.

(s>[H
erodotus,IV,196(TranslatedintoEnglishbyGeorgeRawlinsan))

の よ う に,直 接 的 な 交 渉 な しに,商 品(ware)と 金(gold)を 交 換 す る方 法 で あ っ

た 。 未 開 発 な 原 始 社 会 に お い て は,人 々 の 意 思 の 伝 達 は,口 頭 や 身 ぶ り な ど で

行 う対 面 的(face-to--face)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 主 で あ っ た と思 わ れ る が,カ

ル タ ゴ人 は,そ の よ う な対 話 す ら も不 要 と して い た の で あ る
。 恐 ら く,売 手 と

買 手 と の 長 年 の 固 い 信 頼 関 係 が そ う させ た の で あ ろ(7)r。

商 取 引 に お い て,対 面 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの な い,こ の よ う な極 端 な 例 は

別 に して,一 般 的 に は,文 明 が 発 達 し,人 々 の生 活 が 質 的 に も量 的 に も豊 か に

な る と,交 易 が 活 発 に な る。 そ して 交 通 も発 達 す る。 そ れ と共 に 人 々 は
,文 字

(あ るいは記号)を 用 い て 通 信 を 行 う よ う に な る。 最 初 は近 距 離,そ して 遠 距 離

と,そ の 範 囲 も広 く,遠 くな る。 も ち ろ ん 郵 便 制 度 の確 立 して い な い初 期 の 段

階 で は,メ ッ セ ー ジ の 伝 達 者 と して の 使 者(メ ッセ ンジ ャー)の 役 割 は 重 要 で

(8)

あ っ た 。

このよ うな通信 の仲介者(使 者)を 介 在 させ た初 期 の通 信 ,っ ま り初 期 の レ

ターの形 態 は いか な るものであ ったのか。 そのルー ッを探 るために,紀 元 前 の

歴 史 まで遡 る ことにす る。

古 代 ギ リシ ャの 史 家 デ ィ オ ドル ス(Diodorus)に よ る と,最 古 の書 簡 は,印 度

王 ス タ ブ ロ バ テ ス(Stabrobates)が ア ッ シ リヤ の 伝 説 的 女 王 セ ミ ラ ミス(Semir-

arms)に 与 え た手 紙 で あ る と して い る が ,現 在 知 られ て い る世 界 最 古 の 書 簡 は,

古 代 バ ビ ロ ニ ヤ の バ ビ ロ ン第 一 王 朝 の 第 六 代yハ ン ム ラ ビ王(Hammurabi)

[1728-1686B.C.]の 書 簡 で,今 か ら約3700年 前 の こ とで あ 留 。

当 時(メ ソポ タ ミァ)の 文 書 は,粘 土 製 の タ ブ レ ッ ト(tablet)に ひ つ ぎ形 文 字

(cuneiform)で 刻 ま れ て お り,具 体 的 な レ タ ー の作 成 は,王 の メ ッセ ー ジ を 専 門

家 で あ る 書 記 ・写 字 生(scribe)が 口 述 筆 記 す る 方 法 が 取 られ て い た。 口 伝
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(spokenmessage)の 形 を 取 っ た た め か,最 初 に 名 宛 人,次 に 差 出 人 の 名 前 が 来,

メ ッ セ ー ジ が 続 い た 。 例 え ば,次 の レ ター は,ハ ン ム ラ ビ 王 が あ る 資 産 を 合 法

的 な 所 有 者 に 返 還 す る よ う に 求 あ た 内 容 を,書 記 へ 口 述 し た も の で あ る 。

ToSin-iddinamsay,thussaithHammurabi:oneGANofwater-

meadow,afieldinthedistrictofDur-gurgurriisanoldpossession

ofEa-lubani.Inatabletitisinscribedashis.GivethefieldtoEa-

(10)
lubani.

ま た 次 の 盗 ま れ た コ ー ン の 返 却 命 令 書 の 場 合 で も 同 じ よ う な 形 式(書 き出 し)

と な っ て い る 。

ToSin-iddinamsay,thussaithHammurabi:TummumuofNippur

bathinformedmethus,saithhe,`IdepositedseventyGURofcornin

agranaryinUnabuandAmel-ilihasopenedthegranaryandtaken

thecorn.'Thushehathinformedme.NowIwillsendTummumu

himselftothee.SendandIetthembringAmelilitothee.Seewhat

theyhavetosay.ThecornbelongingtoTummumuwhichAmel-ili

(11)

tooklethimreturntoTummumu.

こ の よ う に,最 古 の 書 簡(レ ター)と さ れ る ハ ン ム ラ ビ王 の メ ッ セ ー ジ に も す

で に 一 定 の 形 式(書 き出 しの部 分:"ToAsay:ThussaithB"の 定 型 表 現)が 見 ら れ

る 。

ま た 次 に,名 宛 人 と 差 出 人 の 上 下 関 係 を 明 ら か に し た 形 式 も 見 ら れ る 。 以 下

の レ タ ー は,エ ジ プ ト新 王 時 代 の も の で,貴 重 な テ ル ・エ ル ・ア マ ル ナ(Tell

el--Amarna)よ り発 掘 さ れ た 書 簡 集,い わ ゆ る ア マ ル ナ 文 書(E1-AmarnaTab-

lets)か ら の も の で あ る 。

UntoNipkhuriria(i.e.,AmenhotepIV.),kingofEgypt,say

ThussaithBurraburiash,kingofKaraduniash,thybrother.With

meitiswe11,andwiththeeandthyhouseandthywivesandthy

sons,andthylandandthynobles,andthyhorsesandthychariots

mayitbeexceedingwell.
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こ の レ タ ー一の 冒 頭 に 示 さ れ た 差 出 人 の 身 分("thybrother")か ら,

出 人 は 対 等 な 関 係 に あ る と

ま た 以 下 の レ タ ー は,

で,当 時 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 手 段 と し て の 火 の 合 図(fire-signals)の 役 割 力

明 ら か と な っ て い る。

Tomylordsay:ThusBannum,thyservant.Yesterday,Iparted

fromMari,andspentthenightatZuruban.AlitheBenjaminites

raisedfire-signals.FromSamanumtoIlum-Muluk,fromIlum-Mu-

luktoMishlam,allthecitiesoftheBenjaminitesoftheTerqa

districtraisedfire-signalsinresponse,andsofarIhavenotascer-

tamedthemeaningofthosesignals,NowIshallwritetomylord

whetheritisthusornot.LettheguardofthecityofMaribe

(14)
strengthenedandletmyIordnotgooutsidethegate .

さ ら に,以 下 の レ タ ー は,侵 略 者 に 対 抗 す べ き 援 助 の 申 し入 れ で あ る 。 冒 頭

だ け で な く結 び の 表 現 か ら も 両 者 の 関 係 が 明 ら か と な る 。

Fromthetimewhenmyfatherandthyfatherestablishedfriend-

shipwitheachother,theysentrichgiftsonetotheotherand ....

Nowmybrotherbathsentuntomeasagifttwomanehsof

gold;Iwouldthatthoushouldstsendmeasmuchgoldasthyfather

sent,and....

InthetimeofKurigalzu,myfather,allthepeoplesoftheCa-

naanitessentuntohim,saying:'Letusgodowntotheborderofthe

land(ofEgypt)and....

Nowitwasforthyfather'ssakethatmyfatherdidnothearken

untothem,andinthematterofcertainAssyrianswhoaremy

subject,....

AsagiftuntotheeIsendthreemanehsofIapis-lazuli
,andten

(12)h

orsesforfivechariotsofwood.

名 宛 人 と 差

(13)

思 わ れ る。

下 位 の 者("thysearvant")か ら上 位 の 者 へ 宛 て た もの

a
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っ ま り,差 出 人 の 身 分("thyservant")

thee"か ら名 宛 人 の 身 分 が 高 い こ と が わ か る

のclosingの 定 型 表 現"yourobedientservant"の 原 形(anearlyforerunner)

{ls)

で あ る,とChuteは 指 摘 し て い る 。

次 の ギ リ シ ャ ・mマ 時 代 に は,便 利 な 羊 皮 紙 ・パ ピ ル ス が 使 用 さ れ る よ う

に な っ た が,レ タ ー 書 式 は,前 の 時 代(メ ソポ タ ミア,エ ジ プ ト)と 同 様 に,一 定

の 形 式 が 用 い られ て い る 。 そ の 形 式 は,

InwritinglettersitwascustomarywiththeRomanstoputtheir

ownnamesfirst,andafteritthenameofthepersonwrittento,

generallywiththeadditionofSuo,toexpresstheregardoraffection(i7>

ofthewriter:....TheRomanletterendedwiththewordVale,....

と,WilliamRobertsが 指 摘 し た よ う に,差 出 人 は 自 分 の 名 前 を 最 初 に,次 に

名 宛 人 の 名 前 と挨 拶 を 書 い た["AtoB,greeting(xtoy,salutem)"]。 そ し て

メ ッ セ ー ジ が 続 き,終 わ り の あ い さ つ("Vale","farewell")で 結 ん で い る 。 例 え

[TotheKin]g,mylord,[say:Thussays]Abdiheba,thy

servant.

[Atethefeetofmylordseven[timesandseventimesI

fall....]

..(linesfi-一 一630mitted)....

Tothescribeoftheking,mylord,say:ThussaysAbdi-

heba,thyservant.AtthefeetIfall;thyservantamI.

Takeinclearwordstothekingmylord.Iamawardenof

theking.Iamsubordinatetothee.

Buttheydidawickeddeedagainstme,theCushites.I

wasalmostkilledbythehandoftheCushitesinthe

midstofmyhouse.Lettheking[demand(satisfaction)

fromthem.][Seventimesandseventimes[Ifallatthe

(15)

feetoftheking,]mylord.Iam[intheright].

と 結 び の 表 現"Iamsubordinateto

。 こ の 結 び の 表 現 は,英 文 レ タ ー
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ば,

Address

i・ ・

次 の レ ター は,

Closing

Addresson

Verso

こ の よ う に,

0323)

地 代 の 集 金(collectionofrent)に 関 す る も の で あ る 。

XanthustoEuphranor ,greeting.

GiveordersforthedeliverythroughKillestoHoruson

theStatebarge,ofwhichthemasterandpilotisthesaid

Horus,ofthecornleviedupontheholdingofAlexander

andBromenusandNicostratusandPausanias;andlet
.

Killesortheship-masterwriteyouareceiptandseala

sample,andbringthemtome .

goodbye.The21styear,Thoth1 .

の順 序)の 違 い は見 られ る が,

② 本 文(body),

(19)

され て お りiよ り簡 潔 で 理 解 しや す くな っ て い る。

例 え ば,以 下 の レ タ ー は,前3世 紀 頃 の ギ リ シ ャ時 代 の レ タ ー の送 付 状(trans-

mittalletter)で あ る。

(18)
ToEuphranor.

そ の 書 式 は,前 時 代 と 比 べ る と,宛 先 の 書 き 方(名 宛 人 ,差 出人

① 宛 先(address)と 挨 拶(greetingorsalutation),

③ 結 び(closingorfarewellgreeting),④ 日付(date)か ら構 成

Address&greeting

Body

(transmittalletter)

Closing&date:

Enclosure:

ApolloniostoZenon,greeting .

WehavesentyouacopyoftheletterfromDiony-

siostheoeconome.Receivethereforethethreetal-

entsfromDemetrios.

Ferewell.Year28,Mesore.

DionysiostoApollonios,greeting.

Asyouinstructedus,wehavegiventoyourser-

wantDemetrios,onaccountoftheallowanceac-

truingtoyou,inaccordancewiththewarrant

writtentousbyyou,threetalents ,viz.1talentin

silver,1talentingold,andltalentincopperat25
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1/20bolstothestater.Ihavethereforewrittento

youtohetyouknow.

Farewell.Year28,Mesore....

(20)

Addressedonverso:ToZenon.

ま た 次 の レ タ ー は,名 宛 人 に 対 す る 敬 称("themosthonoured")の 使 用 か ら,

上 位 者 に 宛 て た 推 薦 状(letter・frecommendation)で あ る 。

TheontothemosthonouredTyrannus,verymanygreetings.Hera-

Glides,thebearerofthisletter,ismybrother,whereforeIentreat

youwithalbmypowertotakehimunderyourprotection.Ihave

alsoaskedyourbrotherHermiasbylettertoinformyouabouthim.

Youwilldomethegreatestfavourifyoulethimwinyourapproval.

BeforeallelseIpraythatyoumayhavehealthandthebestof

success,unharmedbytheevileye.

Goodbye.

(21)

Addressed:ToTyrannusthedioecetes.

さ ら に 次 の レ タ ー は,時 代 が 下 が っ て2世 紀 の,ラ テ ン語 で 書 か れ た 一 種 の

紹 介 状(letterofintr・duction)で,上 記 と 同 様 に ロ ー マ ス タ イ ル で あ る 。

UlpiusCelertoHermeros,greeting.

Allowme,sir,tocommendtoyournotice...on,aslaveofourlord

theEmperor,amemberofmyhousholdandesteemedbyme.Heis

mostdeservingofadvancementandofyourfavour,andIdonot

disguisethatanyserviceyoucanrenderhiminhiscareerwillbe

mostwelcometome.

(22)

Farewell.

今 ま で の レ タ ー 例 文 か らわ か る よ う に}レ タ ー が 書 か れ た 非 常 に 初 期 の 段 階

に,す で に 特 定 の パ タ ー ン や ス タ イ ル が 存 在 し た 。 こ の こ と は,レ タ ー の 構 成

(宛 先/挨 拶,本 文,結 び,日 付)や レ タ ー 文 の 書 き 出 しや 挨 拶,結 び と して 使 用 さ

れ た 一 定 の 表 現[宛 先(書 き出 し)の 決 ま り文 句"ToAsay:ThussaithB"や
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"AtoB
,greeting",結 びの表 現"lamsubordinatetothee ."や"farewell",ま

た身分 関係 を示 す敬 称 の使用 な ど]に よ って も明 らか で あ る
。

ま た当時 の レターは,使 者 へ の 口頭 に よ る メ ッセ ー ジを書記 が書 いた もので

あ る。彼 らは,「 メ ッセ ー ジを書 き写 す 」こ とので きる優れた能力 を持 った専門

家集団で あった。彼 らが,自 分 た ちの地 位 を維 持 した り,あ る いは親 族(子 供)

や弟 子 な どの将来 の職 業 を守 るために,自 分 た ちの書式(伝 統)を 大 切 に しよ う

と した こ とは容易 に推測で きる。 そのよ うな閉鎖 的,保 守 的 な専 門 家集 団 で あ

る書 記 の手 によ って作成 されたために,あ る特定 の書式 が,紀 元 前 か らそ の後

数 世 紀 にわ た り代 々継承 され,徐 々 に社 会 的 に受 け入 れ られ た ひとっの レター

形式 と して確立 してい った ものと思 われ る。

このよ うな長期 にわた って受 け継がれて きた一定 の書式 を
,単 に昔 か らの慣

習 や伝統 と して ただ模倣す るだけでな く,学 問 的 あ るい は理論 的 に説 明 しよう

とい う試 みが種々な され るよ うにな った。やがてそれ は,中 世(11世 紀)の 新 し

い学 問へ と発展,イ タ リアで花 開 くので あ る。 いわゆるdictamenの 誕 生 で あ

る。

2Dictamen(「 書 簡 文 作 法 」=theartofletterwriting)の 成 立 と 発 達

中世 のイ タ リアで は,行 政組 織 の発達 に伴 い,公 式文 書 の扱 いに十 分 な配慮

が必 要 となって きた。そのため,「 国 王 の仕 事 は,優 秀 な書 記官 な しに はお こな

え な い。……」 といわれた ように,宮 廷 に尚書 部(尚 書あるいは書記官を配置)が

(23)

設置 され るよ うにな った。

このよ うな時代の要請 を受 けて,中 世 ρ イ タ リアの大 学 で は
,公(私)的 な書

類 作 成 に必 要 な能 力 を持 った官吏=書 記 を養 成 す る ため の新 しい科 目,dicta-

men("dictamenpr・saicum・r"arsdictaminis")が 設`ナ ら 濃
.こ の 科 目 は,

Dictdmenmaybecomprehensivelydescribedastheartofcomposi -

tion.Itwasspeciallyoccupiedwiththeartofletter -writing
,and

includednotonlyrulesforprivateepistolarycorrespondence
,but

alsomoretechnicalrulesforthecompilationofofficialbriefsor
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(25)

bullsandotherlegaldocuments.

の よ う に,基 本 的 に は 文 書 作 成 技 術(theartofcomposition)の 修 得 を主 眼 に 置

き,そ の 内 容 は,主 に レ タ ー一の 書 き方(theartofletter-writing)を 対 象 に,私 的

な書 簡 や 法 律 上 の 公 式 文 書 の 作 成 の た め の 実 務 的 な 方 法 ・規 則 を 教 え る こ とを

目 的 に して い た.こ の 実 務 で す ぐ使 え る(役 立 つ)と い う実 用 性 の た め にs律

を学 ん で い た 当 時 の学 生 た ち は,dictamenを 好 ん で 選 択,履 修 した 。事 実,当

時 の 法 学 教 育(legaleducati・n)で は,

Inhisdaydictamenwasstillaprominentelementinalegaleduca-

tion,anddictamenincludedtheartofliterarycompositionaswellas
(26)

thetechnicalartofthenotary.

と あ る よ う に,dictamenは 主 要 科 目 の ひ とっ とな って お り・学 生 は・ こ の 科 目

の 履 修 に よ り,公 的 な 法 律 文 書 の 作 成 方 法 を学 ん だ の で あ る。 ま だ 読 み ・書 き

の 能 力 が 一 部 の 人 の 優 れ た 能 力(技 能)と 認 め られ た 当 時 に お い て はi美 しい文

章 や_定 の 書 式 を 備 え た 文 書 を 作 れ る こ と は 大 き な 強 み で あ った ・ も ち ろ ん 論

理 的 で 優 れ た 文 章 の 重 要 性 を 強 調 した 学 問(修 辞 学)は 古 代 か ら存 在 して い た

が,こ れ ま で の 修 辞 学 は,キ ケ ロ の 『雄 弁 家 』,『 雄 弁 家 に つ い て 』,『 プ ル ー

トゥ スー 明 晰 な る雄 弁 家 に つ い て 』,ク ィ ン テ ィ リア ヌ ス の 『雄 弁 術 釈 義 』な ど

の タ イ トル か らわ か る よ う に,ど の よ う に した ら法 廷 や 集 会 場 で 効 果 的 に 演 説

す る こ とが で き るか を 主 に論 じて お り,書 く こ と は あ ま り重 視 され て い な か っ

た 。 しか し中 世 に な る と,ロ ー マ 時 代 の演 説 中 心 の もの は時 代 遅 れ と な り,巾

世 の 修 辞 学 は話 す こ とよ り も書 く こ とを 中 心 と した,レ タ ー(書 簡)を 対 象 とす
(27>

る よ うに 変 わ って い っ た。

この よ う に 中 世 の 大 学 で,法 律 を 学 ぶ 上 で 必 要 な 科 目 の ひ とっ に な っ たdic-

tamenは,11世 紀 末(1087年 頃)に,理 論 的 な 最 初 の 手 引 書(RatianesI)ictandi)

を 書 い た モ ンテ ・カ ッ シ ノ(MonteCassino)の ア ル ベ リク ス(Alberic)に よ って

蹴 されたとい虻響.彼 は,そ の本の中で唐 簡文の髄 を理論的に解明する

た め に,レ タ ー を5つ の 構 成 要 素,っ ま り,①salutatio,②benevolentiae,cap一
く　

tatio③narratio,④petitio,⑤conclusioの よ う に 分 け た 。 彼 の 説 に よ る と,ま
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ず 挨 拶(salutatio)と して,中 世 の 厳 格 な エ チ ケ ッ トに 従 い
,社 会 的 な格 や 身 分

に 応 じ た一 定 の 形 を 採 用 。 次 に,序 文(captati。benev。lentiae)は
,読 み手 が 心

構 え を す る準 備 段 階 の た め,こ とわ ざ や 聖 書 を 引 用 。 そ して
y本 文 あ る い は提

不(narratio)・ 続 い て 用 件 の 依 頼 を す る 陳 情(petitio)。 最 後 に結 論(conclusio)

く　
とな る。典型 的な例 として次 のよ うな レターがある。

『父上HへCよ り愛 を こめ て。[以 上 あ い さつ]お 金 を お送 り下 さ って

あ りが と う ございます。[以 上 序 文]け れ ど も,前 か ら持 って い た もの は

学 校 で使 って しま ったので,ま だ貧乏 な こ とに変 わ りあ りません し,今 度

い た だ い た もの も・ 借 金 の一部 の支払 いにあてた上,ま だ 大 き な負 債 が

残 って い るの で・あま り役 には立て られ ない ことを ご承知お き下 さい。[以

上 本 文]そ こで お願 いが あ る ので す が ,も う少 し送 って いた だ け ませ ん

で しょうか。[以 上 陳情]さ もな い と,ユ ダヤ人 に質 入 れ した本 は と られ

て しまいます し・勉強 を途 中で やめて家 に帰 らなければな らな くな りま

(31)

す。[以 上結 論]』

11世 紀 の こ の 新 し い 学 問dictamenの 創 設 者(thefounderofthenewart)と

C3z)

言われ たアルベ リクスの後を継 いだの は,ロ ー マで もモ ンテ ・カ ッシ ノで もな

く,ボ ローニ ャで あ った。 レター(書 簡)文 はs中 世 初期 の法 律文 の作成 の た め

の基 本 であ ったので,法 学 教 育 に熱心 な中世 最 大 の法律学校 ボローニ ャ(Th,

UniversityofBologna)で 一 番 盛 ん に な った の は 自 然 の 成 り行 きで あ ま契
。例 え

ば,当 時(13世 紀初 期)の ボ ロ ー ニ ャ大 学 のdictamen研 究 で 有 名 な教 授 ボ ン コ

ンパ ー ニ ョ[Boncampagno(1165-1240)]は
,dictamenの 地 位 を,実 用 的 か っ

学 問 的 な 専 門 科 目 と して,さ らに 高 め る の に 貢 献(34}Lt`。 彼 は,自 著Rhetoricα

Antiquaの 中 で,い ろい ろな状 況}冶 った レター例 文 を提示 じ製
.ま た彼 は,

従 来 の レ タ ー の5っ の 構 成 を よ り簡 略 化 し,実 務 的(要 領 よ く,簡 潔)に 書 くた

め に,3っ の 構 成 要 素,①salutatio ,②narratio,③petitioを 強 調 した 新 し い見

方 を 提 示 した 。

AlberichofMonte-Cassinohadtaughtthattherewere .fiveessential
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partsofaletter,whichdoctrinewasgenerallyacceptedthroughout

theMiddleAges.Boncampagno,however,claimedthatonlythreeof

these,salutatio,narratio,andpetitio,wereactuallyessential,andthat

therestwerebutsecondarydustaswerenumerousotherpartsof

letters....Boncampagnoemphasizedthepracticalsideoftheart,

theabilitytowriteacorrectletterextemporaneously,andtothe

(36)

point.

し か し 残 念 な が ら,彼 の 説 は 当 時 と し て は あ ま り に も 革 新 的 す ぎ,当 時 の 正

(37)

式 のdictamenと し て は 受 け 入 れ ら れ な か っ た 。

一 方
,彼 の ラ イ バ ルBeneofLuccaは 対 照 的 に,そ のCandelabrumで,従

来 のdictamenの 様 式 を 踏 襲 し て い る。 例 え ば,彼 は,中 世 の 他 の 修 辞 家 と 同

様 に,dictamenを 次 の よ う に 定 義 し,

Dictamenisdefinedwiththeusualinclusivenessasaptandelegant

writing,inseparablefromsubjectmatter,dependingonnativeabil-

ity,teaching,andpractise,usingtosomeextentallfivetraditional

(3g}

partsofrhetoric,butmainlystyle.

さ ら にdictamenを 散 文(prose,i.e.,freecomposition),韻 律 的(metrical),リ

ズ ム 的(rhythmical)の 三 っ の 種 類 に 分 け,典 型 的 な レ タ ー の5つ の 構 成 要 素 を

(39)

そ れ ぞ れ 次 の よ う に 説 明 し て い る 。

①"Salutatio":

Thesalutatiomustalwaysbeinthethirdperson.Itsorderis

determinedbytherelationoftherankanddignityofthesenderto

thatoftherecipient,thoughthisincertaincasesiswaived.Itis

carefuloftitlesandoftheirappropriatemodifiers.....Themain

consideration,however,inanysalutatioiswhoiswritingto

whom;fortheremustalwaysbemadeanadjustmentoftheoneto

theother.

②"Exordium"
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③

⑤

Theexordiumissuchapreludetothestatementofthefactsaswill

maketheheareropen-minded,welldisposed,andattentive.The

reader'ssympathyisengagedbythewriter'sreferencetohimself,to

hisopponent,tohisreader,ortotheoccasion.Accordingtothe

natureofthesubject,theexordiummaybeeitherdirectorindirect.

Itsdictionmustbefluent,correct,unstudied;itmustavoidharsh-

ness,deviationfromrecognizedusage,andpomp.Especiallymust

thewriteravoidanylanguagethatcanbeturnedagainsthim.To

beginwithaproverb,thoughthisisadvisedbysomeauthors,isto

deviatetheexordiumfromitsproperfunction.

"Narratio"/●"Petitio"

ハTarratio,statementofthefacts,shouldbeconcise,transparently

clear,andplausible.Theapplicationoftheancientmaximistothe

connectionofnarratiowithexordiumbyproperconjunctionsandin

severalpossiblecases.Similarilyaresetforththewaysofconnect-

ingitwiththefollowingpetitio,whichissummarilydefined.

"Conclusio"

Conclusioinaletterisnot,asinaspeech,thelogicalresultofproof.

Ratheritisthesatisfactionofwhateverexpectationshavebeen

aroused.Itmaybeaffirmative,negative,orconditional,solongasit

isasatisfyingclose.

13世 紀 に な る と,イ タ リアの一 般 市 民 の生 活 は,よ り豊 か に な り,行 政 上 の

組織 は ます ます複 雑 ・巨大化 してい った。特 に裁判所や教会 における事務 ・手

続 きが煩雑 とな り,公 式 書 類 は急 増 した。 その た あ,公 正証 書 作 成 のた め の特

別 な技術("arsnotaria")を 持 った専 門 家 で あ る公証 人(professionalnotaries)が
(40)

求められるようになった。 この業務 は,不 正や偽 りを防止するために,法 律的

表現の適切 さや正確さ,あ るいは書類上の整合性などが要求 された。
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Theirfirstandabidingconcernwasprecision.Legalcorrectnessof

language,exactitude,systematicverificationandrecord,precaution

againsttamperingandforgery,alldemandedanelaboratetechnical

skill.Thiswasarsnotariainthestrictersense,animportantbranch

{41)

ofthepractiseoflaw,especiallyofcannonlaw.

こ の よ う に,今 ま で のdictamenよ り 洗 練 さ れ た 技 術(anelaboratetechnical

skill)が 必 要 と な り,法 律 的 要 因 を 強 調 し た"arsnotaria"が 生 ま れ た 。 こ の 新

(42}

しい学問arsnotariaは,法 学 が学 問 と して 独立 した よ うに,修 辞 学 か ら独 立
(43)

し,ボ ロ ー ニ ャ大 学 で は独 立 した教 育 分 野(aseparatefaculty)と な っ た 。 そ し

て13世 紀 半 ば 以 降 ボ ロー ニ ャで は,公 証 人 の役 割 は 重 要 に な り,そ の 資 格 取 得

も厳 しくな 喫.そ れにつれ社会的地位 は高 くなり,経 済的にも優遇されるよ
(45)

う に な っ た

こ う して,1080年 代 に ア ル ベ リク ス に よ って 始 め られ,12世 紀 初 期 に ボ ロ ー

ニ ャで 確 立 し た 新 し い学 問dictamenは,12世 紀 末 ま で に は フ ラ ン ス,ド イ

(46)

ッ,英 国 に広 ま って い っ た 。

イタリアの影響綬 け膜 国謂,13,14世 紀,dictamenの 普及のための

入 門 書(教 科 書)と し て,PoetriadeArteProsaicaMetricaet、Rithmica(1270),

Formulariesdo.ModoProsandi(1302)Stemmula1)eclaminis(1321)な ど が 出

(48)

版 された。

14世 紀 半 ば の英 由 耀,経 済 的 に}まか な り高 い レベ ル に達 して お り,ビ ジネス

に関 係 す る人 々 に とって,記 録 した り,私 的 レターを書 くこと は不可 欠 になっ

て きた。 しか し,高 度 の法 律 知識 を必 要 とす る証 書(deed),請 願 書(petition),

特許 状(charter),契 約 書(indenture)な どの法律書 類 の作 成 は,専 門家 で あ る

書記 や 公証 人 に任 せ られていた。彼 らは,あ らゆ る種 類 の文書 の作 成 に精 通 し

ていなければな らなか ったが,幸 い に も当時 の公 式 文書 は,比 較 的統 一 され た

ラテ ン語 の レター ライテ ィングの様式(Latinletter-writingstyle)が 用 い られ て

お り,彼 らは,基 本 技 術 で あ るdictamenの 書 式(様 式)を 熟知 して いれ ば,そ

れ な りに十 分対 応 で きた。
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こ の よ うな 状 況 を 反 映 して,英 国 で も,dictamenつ ま り レ タ ー を 書 くた め

の 技 術(theart・fletter-writing)修 得 を 目 的 と し た 特 別 コ ー ス("special"

courses)が 大 学 に 設 け られ た 。しか し英 国 の 神 学 研 究 中 心 の大 学(theologically -

orienteduniversity)で は,dictamenは ,文 法 や 修 辞 学 な ど と 同 じ正 規 の 科 目 と

して は認 め られ ず に,い わ ゆ る卒 業 単 位 に 加 え られ な い科 目(・noncredit・)で

あ っ た。 に もか か わ らず,例 え ば,14世 紀 後 半 オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 で レ タ ー

の 書 き方(letter-writing)を 教 え て い たThomasSampsonの 講 座 は 人 気 が

あ っ た。 彼 の教 え 方 は,当 時 の一 般 的 な方 法 で あ った レ タ ー例 文 を 模 倣 す る こ

とで あ っ た。 恐 ら く彼 は,学 生 た ち に サ ンプ ル レ タ ー を示 し
,そ れ に近 い 状 況

の 内 容 の レ タ ー 作 成 を 指 示 し,学 生 た ち は,そ の サ ン プ ル レ タ ー を 参 考 に しな

が ら与 え られ た課 題 を こ な した も の と思 わ れ る。 学 生 は,こ の よ う な 模 倣 に

よ っ てa実 践 的 な レ タ ー の 書 き方 を 学 び,ほ とん ど あ ら ゆ る 種 類 の レ タ ー を 処

理 で き る よ う に な っ た は ず で あ る。 こ の実 用 性 の た め に この コ ー ス は
,正 規 の

学 生(regularuniversitystudents)だ け で な く,書 記 の研 修 生(apprentice

scribe)y貴 族 に仕 え る執 事(steward) ,実 務 的 な 教 育 を 必 要 とす る人 々 な ど で

い っ ぱ い で あ っ た。

こ う して,法 学 専 攻 の 一 部 の 学 生 た ち は,人 学 の 特 別 コ ー ス や グ ラ マ ー ス

(50)
ク ー ル でdictamenを 学 ん だ が,一 般 的 に は,専 門 の 書 記(professionalscribes)

に な りた い人,あ る い はdictamenの 基 本 教 義(basictenets)や 法 律 文 書 の 定

型 ・標 準 形(Englishsystemoflegalwrits)を 習 得 した い と望 ん で い る若 者 た ち

は}学 校 で 学 ぶ よ り も,教 会 や ギ ル ド(Scrivener'sGuilds)の 保 護 の も と
,経 験

豊 富 な書 記(experiencedscribes)の 所 に 弟 子 入 り し,い わ ゆ る研 修 生(appren一

くらり
tices)と して 教 育 ・訓 練 を受 け た の で あ る。

3教 育 ・訓 練 一 一 研 修 制 度(apprenticeship)一 の 実 態

中世の商人や手工業者た ちは,自 分 た ちの利 益(生 産の統制,技 術 の保持)を 追

求 す るた め に,特 権 的 同業 者 組合[商 業 ギ ル ド(merchantguild),同 職 ギ ル ド

(craftguild)]を 作 った。そ れ は また,部 外 者 が 自由 に参加 す る こ とを禁止 す る
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も の(閉 鎖 的 ・排 他 的 営 業 独 占)で も あ っ た の で,特 定 の 職 に 就 く こ と を 希 望 し た

若 者 は,当 該 職 種 の 専 門 家 で あ る親 方(master)の も と に 弟 子 入 り し な け れ ば な

ら な か っ た 。 一 種 の 研 修 制 度 で あ る 。 こ の 制 度 は,

Apprenticeship,in"sma11"industry,withwhichitwasintimately

associated,wasthemeansofmaintainingthatprofessionalskillon

(52)

whichtheguildprideditself.

と あ る よ う に,当 初 は,家 族 主 義 的 な 小 規 模 産 業 に お け る 専 門 技 術 を 維 持 す る

手 段 で あ っ た 。 そ して,そ の 制 度 を 利 用 す る 研 修 生 は,

Theapprenticewasachildwhomhisparentsorguardianswished

tobetaughtatradeassoonashewastenortwelveyearsofage,

(53}

althoughtherewasnofixedagelimit.

のように,ま だ未熟な1。 代の若者であ狸.も ちろん彼 らは詩 定の技術を教

え て も ら う こ と を 目 的 と し て い る の で,何 ら か の 入 門 料(premium)を 支 払 わ ね

ば な ら な か っ た 。

Theapprenticeshipwasnotfreeofexpense,atanyratetobegin

with,andthechild'sguardianspaidanannualfeeincorn,bread,or

money.Inreturn,thechildreceivedhislodging,food,clothes,

washing,andlight,andwassupervisedandtaughtinthemaster's

(55)
house.

{56)

弟 子 入 りす る た め の 費 用(金 額)は 職 種 に よ って ま ち ま ち で あ っ た が,そ の 支

払 に よ って,彼 ら は研 修 期 間 中(7年)に 必 要 な 衣 ・食 ・住 が 保 証 さ れ た の で あ

る。 そ して,彼 ら は,主 人 に対 す る忠 誠 義 務 の履 行 が 求 め られ,そ の一 方 で,

主 人 も教 育 の 義 務 を 果 た す こ と が 求 め られ た。

Hepromisedtobeindustriousandobedient,andtoworkforno

othermaster.Themaster,onhisside,promisedtoteachhimthe

secretsofhiscraft,totreathim"wellanddecentlyinsicknessasin

(57)
health,"..

そ して 実 際 の 教 育 は,
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の よ う に,

識 さ ら に社

非 常 に広 い 範 囲 ま で 及 ん だ 。

め に,

た。 特 に,研 修 の 前 半(3,4年)は,仕 事 に 関 係 す る こ と よ り は む しろ家 族 の

一 員 と して 指 示 に従 う こ と(submission)
,先 輩 へ の 服 従(subjection),店 で の 手

伝 い(dutifulattendance)な ど躰 的 な 事 柄 が 中 心 で あ 理.例 え ば,れ ん が 職

人(amason'sapprentice)の 場 合,

Ateighto'clockinthemorningIhadtoseethathotteaandcoffee

werereadyforthirtyarfortymen .ThenattenImuststartonmy

touroftheshoptoseehawmanypintsofbeerwouldbewantedat

eleven,andthistaskhadtoberepeatedatthreeo'clock ...Imust

cso)f
etchthebeerfromone[publichouse]nearlyamileaway .

の よ う に,他 の 先 輩 た ち の 世 話 に 翻 弄 さ せ ら れ て い る
。 ま た,比 較 的 高 度 な 能

力 を 必 要 と す る 薬 剤 師(ap・thecary'sapprentice)の 場 合 で も
,

Whenthereisnotamanorboykept,yourfirstcareafteropening

theshop,willbetosprinkleandsweepit
,ifyourbedisintheshop,

turnitup;andputeverythingthatisnotimmediatelywantedtobe

madeuseof,intoitsownproperplace .Iflampsareused,takethis

timefartrimmingyourlamps,forpackingupsuchunsightlythings

asaretobecarriedintothestore-room,orbeputentirelyoutofthe

{sl)

way.

と,本 来 の業務 と直接 関係 の な い仕事 に従事 させ られてい る。 このよ うに,ど

の よ うな職業 の場 合 で も,最 初 は誰 にで もで き るよ うな退屈 な,っ ま らな い仕

事 を させ られ るのが一般 的であ った。やがて,そ の職 場 の雰 囲 気 に慣 れ て くる

Education,therefore,forapprenticescouldcompriseanyorallof

theskillsofreading,writing,countingandcraftinstruction
,aswell

く　

asreligiousandsocialtraining.

必 要 最 小 限 の学 習能 力(読 み,書 き,算 術)な らびに業務 に必 要 な知

会生 活 を営 む上で必要 なこと(宗 教的教 え,礼 儀作法 ・マナー)な ど

しか しな が ら,彼 らは,10代 半 ば の若 者 であ るた

研 修期 間 中 は,主 人 が親代 わ りとな り,研 修 生 は家族 の一 員 とみ な され
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と,徐 々 に 本 来 の 業 務 に 関 係 す る 仕 事 を 任 せ ら れ る よ う に な る 。DeFoeに よ る

と,例 え ば,国 内 取 引 に 従 事 す る 商 人(tradesman)の 場 合,

Thefirstyearsofhistimeheofcourselearnstoweighandmeasure

eitherliquidsorsolids,topackupandmakebales,trusses,packs,
(s2>

&c.,andtodothecoarserandlaboriouspartofbusiness;

の よ う に,初 歩 的 な 商 知 識 が 身 に つ く よ う な 作 業(商 品 の 検 量 ・測 定,梱 包 な ど)

が 言 い っ け ら れ る。 こ の よ う な 現 場 で の 経 験 を 積 む と,今 度 は 次 の 段 階 と して,

財 務 に 関 係 す る 部 門(counting-house)に 配 属 さ れ る 。 そ こ で 彼 は,

...,heseesthebillsofparcelsofgoodsbought,andtherebyknows

whateverythingcostsatfirsthand;whatgainismadeofthem,and

whatloss,ifany;bywhichheisled,ofcourse,tolookintothe

goodnessofthegoods,andseethereasonofthings:ifthegoodsare

nottoexpectation,heseesthereasonofthatloss,andhelooksinto
(63)

thegoods,andseeswhereandhowfartheyaredeficient

の よ う に,商 品 の(経 済 的)価 値 に つ い て の 意 識 を 高 め る こ と(商 品 の コ ス ト・ 利

益,損 害 の 程 度,な ら び に そ の 原 因 究 明 の方 法 な ど)を 学 ぶ 。 こ の よ う に し て,業 務

に 必 要 な 知 識 を 段 階 的 に 身 に っ け な が ら,さ ら に 多 く の 人 々 と の 交 流 を 深 あ

(t・cultivateanacquaintance),最 終 的 に は 帳 簿 の つ け 方(hismaster'smeth・d・f
(64)

bookkeeping)ま で 修 得 す べ き だ と,DoFoeは 指 摘 して い る 。 ま た,単 な る 国 内

取 引 に 従 事 す る 商 人 か ら さ ら に,外 国 と の 取 引 に 従 事 す る 商 人(貿 易 商 人:mer

chant)の 場 合 は,よ り 高 い 教 育 が 必 要 と な る 。 彼 ら は,

...,thehighesteducationalstandardswereneededforthemer-

chant,whohadtounderstandhisMotherTongueperfectly,writeit

grammatically,andwithJudgment;hemustlearnalltheTrading

Languages,French,DutchandPortuguese,andbeabletowrite

themaccurately..,[also]Geography,Navigation,afairhand,

(65)

FiguresandAccompts.

の よ う に,完 全 な 母 国 語 の 運 用 能 力 と専 門 的 な 商 知 識 に加 え て ・ 取 引 に 必 要 な
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外 国 語 の 修 得 が 求 め ら れ た 。 そ の 外 国 語 を 学 ぶ た め に
a研 修 生 は,現 地 に 派 遣

さ れ る の が 最 も手 っ取 り早 い 方 法 で あ っ た 。 例 え ば,

Skillinforeignlanguagefortradepurposes
,however,wasalways

themaster'sresponsibility ,sothatahandfulofboysinSouthamp-

tonweretolearnFrenchandSpanish
,spendingoneortwoyears

abroadtodoso.AnEastAnglianmerchantatthesameperiod

neededtoconversewiththeclothtradersoftheLowCountriesand

s・senthisapprenticef・rayeart・Flanderst。learnt。(ss)apeakDutch
.

の よ う に,彼 ら は,1 ,2年 外 国 に 派 遣 さ れ,現 地 の 言 葉 で あ る 外 国 語 ,っ ま り

フ ラ ン ス 語,ス ペ イ ン語 ,ド イ ツ 語 な ど を 学 ん だ の で あ る 。

こ の よ う に,研 修 生 の 教 育 は 主 人 の 義 務 で あ っ た が
,い わ ゆ る 学 問 の 初 歩 で

あ る 読 み,書 き,算 術 な ど を 教 え る の は 大 変 な 負 担 で あ っ た
。 そ こ で 主 人 は,

弟 子(研 修 生)を グ ラ マ ー ス ク ー ル,チ ャ リ テ ィ ス ク ー ル(慈 善 学 校)
,日 曜 学 校

な ど の 学 校 に 通 わ せ た 。 例 え ば ,印 刷 業 者(printer)の 場 合 は,次 の よ う に,必

ず 読 み ・書 き を 学 ぶ た め の 学 校 に 通 わ せ る こ と を 条 件 に
,研 修 生 の 引 受 が 認 め

ら れ て い た 。

Ithasbeennotedinthelatesixteenthandseventeenthcenturies

that...,althoughspecialprovisionwasmadein1602foroneboy

whomaprinterwasonlyallowedtoapprenticeprovidedthechild

(67)
wasfirstsenttoschooltolearntoreadandwrite .

学 校 で は,子 供 た ち は 読 み,書 き の 初 等 教 育 だ け で な く ,他 人 へ の 感 謝i常

に へ り く だ る 気 持 ち}素 直 な 心 な ど を 忘 れ な い よ う な しっ け 教 育 も し っ か り と

受濃 。

ま た,よ り専 門 的 な教 育 が 必 要 と さ れ る職 業 に 就 き た い と思 って い る若 者 の

た め に,一 種 の 職 業 訓 練(vocationaltraining)用 の 学 校 も設 立 さ れ た
。 例 え ば,

商 人 の研 修 生(mercantileapprentices)の た め の ブ リス トル(Bristol)の 学 校 で

は,

...,asatBristol,where"J.Jones ,writingmasterandaccomptant"
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advertisedhiscurriculumin1740asspelling,reading,writing,arith-
(69)

meticandbookkeeping,withgeographyaspecialsubject.

な ど,初 等 教 育 を重 視 して い る。 ま た,リ ー ズ(Leeds)の 学 校 で は,

AtLeedstoo"YoungGentlemenwillbecarefullyandexpeditiously

instructedineveryBranchofGenteelLiterature,necessaryfor

Trade,theMerchants'ComptingHouse,thePublicOfficesandthe

X70)
Sea.

な ど,職 業 人 と して の教 養 を 身 に っ け る こ と の 大 切 さ を 強 調 して い る。

こ う し た種 々 の教 育 機 関 で,研 修 生 が ど の程 度 学 び,ど の 程 度 力 を つ け た か

に っ い て は,個 人 の能 力(理 解 力)に か か わ る こ と な の で 簡 単 に は評 価 を下 す こ

と は で き な い 。 ま た 若 者 が 学 校 に通 う こ と に対 す る評 価 は必 ず し も良 い もの ば

か り で は な か(71).し か し,本 来 な らば,研 修 生 は,上 記 の学 校 な ど で ・ 初 歩

的 な 知 識 や 教 養 を 身 に っ け た上 で,現 場 で,よ り高 度 の専 門 技 術 の 修 得 に 専 念

す る こ と が 理 想 の姿 で あ った こ と は言 う ま で もな い。

学 校 教 育 の 賛 ・否 い ず れ に せ よ,弟 子 入 り した若 者(研 修生)は,人 に よ って

あ る い は職 種 に よ って,程 度 の 差 こ そ あ れ,研 修 期 間 中 に,自 分 が就 くべ き業

務 に 必 要 な 専 門 的 な 技 術 ・技 能 修 得 の た め の 教 育 を受 け・ そ れ な りの 成 果 が 得

られ た こ と は間 違 い の な い事 実 で あ ろ う。

4教 育の成果 dictamenの 影 響

学 生 と して,あ る い は研 修 生 と してdictamenを 学 ん だ 後,実 社 会 で 働 くよ

う に な っ た 若 者(professionalletter-writers)はs公 式 書 類 や ビ ジ ネ ス通 信 文 な

ど の 作 成 に あ た り,当 初 は ラ テ ン語 か フ ラ ンス語 で 書 か れ たdictamenの 厳 格
(72)

な 標 準 形(arigidstandard)を 流 用 した り,参 考 に した り した は ず で あ る。 そ し

て 彼 らが 作 成 したdictamenの 形 式 の書 類 は,15世 紀 初 め の 英 文 レ タ ー に も大

き な 影 響 を 与 え る こ と に な る。 例 え ば,下 記 の レ タ ー は,1419年,ヘ ン リー5

世 の 指 示 に よ っ て 出 さ れ た も の で あ る。

1.Author:Bytheking
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2.Salutation

3.Greeting

4.Exposition

5.Disposition

fi.Valediction

7.Attestation

8.Signatureof

theclerk:

明 ら か に,

0309)

Worshipfulfaderyngodourerightgustyandwelbe -

loued

Wegreteyowwel/

Andforasmucheaswehaueordeinedouretrustyand

welbelouedknyghtIohnofRadclif .tobeoureConsta-

bleofBourdeuxAndalsotobeCaptaineofoureCastel

offronsacforthegretetrustthatwehauetohis

trewtheanddiscrecion .

wewolandchargeyowthatbythauisofourebrother

ofBedfordandotherofoureConseilthereinEnglande .

yetreteandaccordewiththesaidIohnforhisabidyng

there.Andsothathemaydovsgoodseruice .ashit

semethbesttoyourediscrecionsforoureauantageand

proffitofthecuntreeAndthatyespedehiminalthe

hastethatyemay .Andsethathetaryenotthere:as

ouretrustistoyow

Andgodhaueyowinhiskeping

YeuenunderouresignetinoureCastelofRouenthe

[xvidayofMay]

こ の レ タ ー は,

Bardarsdictaminisletter)

リ ー5世 は 短 命 に 終 わ っ た

1425年 を 境 に 急 激 に 増 え る こ と に な る
。

フ ラ ン ス 語 か ら英 語 に 代 わ っ て も

そ し て 模 倣 さ れ た 。 例 え ば,

な 英 文 レ タ ー("WilliamNaunton"to・ ・JohnPastonI・)を 見 て み る と
,

X73)
Shiryngton

標 準 的 なdictamenス タ イ ル の レ タ ー(thestan一

の構 成 に 従 っ た典 型 的 な例 で(74)。 残 念 な が らヘ ン

(1413-22)が,彼 の 死(35歳 没)後,英 文 レ タ ー一は

レ タ ー で 使 用 さ れ る言 語 が ラ テ ン語 ,

,そ の基 本 形 式 は 今 ま で の もの が 尊 重 され,

私 的 通 信 と して15世 紀("1461,0ctober")の 代 表 的
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Salutation

Notification

EXpOSItlOn

Dispositiion

or

Injuntion

英語通信文の発達にまっわる歴史的要因 55

Rightworshipfulsir,

Irecommendmetoyourgoodmastership.

ThecausewhyIwrite,Iletyo{u)haveknowledgeofthe

menthatbeinCottonHall,howtheybestrangelydis-

posedagainstyou;

forasIhearsaytheymakerevelthere.Theymeltlead

andbreakdownyourbridge,andmakethatnomanmay

gointothe]placebutonaladder,andmaketemas

strongastheycanagainst{you),bythesupportationof

JenneyandDebenhamandhisson;fortheysaythere

thatDenneyhathsoldthelivelodeuntoDebenham,and

thathissontheknightshalldwellthere.

AndthereforetheyhavewarnedacourtagainstMonday,

andnowtheyareadvisedtokeepitonSaturdaybefore

Monday.Whattheymeantherebylwotnever,butasfor

thefellowshipintheplacethatistherenow,andhavebe

hereallthisweek,thereisnomanofsubstance,aswe

hear,andtherehavebebutsevenoreightallthisweek;

buttherewillbeagreatfellowshipthisnightortomor-

rowuponSaturday,forthentheywillkeepthecourt.

AndasforEdwardDale,hedarenotabidewellat

home,theythreathimsobecausehewillsendthemno

vitaly.Andasformeself,EdwardDaledarenotletme

wellbetherefortakinginsuspicion.Andasforthe

tenants,theybewelldisposedexceptoneortwo,sothat

yewillsupporttheminhaste,fortheymaynaughtkeep

oftheircattleoffthegroundlong;andspeciallythey

desiretohaveyourownpresence,andtheywouldbeof
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greatcomfort.

Valedicti・n:N・m・reIwritet・y・[u]
,buttheH。lyGh。sthave

yo[u]inkeeping.

Attestation&WrittenontheFridayaftermydeparting
.

Date

Signature:Byy・urservant
,WILLIAMNAUNTON

と,dictamenの 様式 を踏 襲 して い る。 また15世 紀 の英 文 レター に よ く用 い ら

れた表現の基本形の特灘,

1.Address

--Royaloraristocraticcorrespond
ence:"righttrustyandwell-

beloved",

-Privateletter:"worshipfulsir/mad
ame",

"
worshipfulandwelbelovedcousin/mother/

brother",etc.

"right
worshipfulsirandmydearmaster"

,

2.Salutation:"Wegreetyouwell"

"Ire
commendmetoyou" ,etc.

3.Notification:"Andweietyouwitknow]that
...."

4.Exposition:"Whereas ..",

"fora
smuchas....",etc.

5.DispositionorInjunction

-Royalletter:"whereforewewol[
will]...."

-Privatecorrespondence:"wherefore"
,

"therefore"
,etc.

fi.Valediction:"AndGodhaveyouinhiskeeping"
,etc.

7.AttestationandDate:"Givenat ...,(date)",

"Writtenat
...,{date)"

の よ う に,dictamenの 構 成 に 対 応 し て い る
。 さ ら に,英 文 ビ ジ ネ ス レ タ ー の 初
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期 の特 徴 を考 慮 に入 れ想 定 され た典型的な ビジネス レターの下記 のモデル も,

同 じよ うにdictamenの 影響 を強 く残 して い る ことが窺 われ る。

Address

Salutation

Notification

Exposition&

Dispositionor

Injunction

Valediction

Attestation&

Date

Signature

Rightworshipfulsir,

Irecommendmetoyou,desiringtohearofyour

welfareandgoodhealth,

andpleaseityoutoknowthatIhavereceivedyour

letterwrittenat....

(用 件)

Ibelievethebearerofthisshalltellyoumoreby

mouth....

IfthereisanythingthatIcanormaydoforyou,Iam

andshallbeatyourcommandment.

Nomoretoyouatthistime,butJesuhaveyouinhis

keeping.

Writtenat....

(77)

Yourservant,一 一一一

以上 でわか るよ うに,書 き言 葉 と して英語 を使 用 す るよ うにな った初期(15

世紀)の 公 ・私 の通 信 文(レ ター)は,dictamenの 影 響 を強 く受 けて い る こ とが

明 らかで ある。

ま とめ

紀元前18世 紀 頃 か ら始 め られた文 字 に よ る通信 は,差 出人(発 信)の ロ述 に

よる メ ッセ ー ジを,専 門家 で あ る書 記 が所 定 の形式 に基づ いて書 き写 し,そ れ

を使 者(メ ッセ ンジャー)が 相 手(名 宛人)ま で届 け る とい う方 法 が取 られ ていた。

郵便制度 のない時代故 に,メ ッセ ー ジを,確 実 か っ迅 速 に意 図 した人 に伝 え る

ことは容易で はな く,い わ ゆ る遠隔 地 間通 信 は,複 数 の人 々の手 を煩 わ し,労
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力 を伴 う大変 な作 業 で あ った と思 われ る。

一方
,書 信(レ ター形式)そ の もの は,も と もと 「話 し言葉」 に よ る メ ッセー

ジのため,簡 潔 に ま とめ られ,特 定 の様 式 に則 って い た。 書 き出 しの"ToA

say:ThussaithB"や"AtoB ,greeting",結 び の"Farewell"な どの定 型 表

現,そ して レター と して の構 成(① 宛先 と挨拶,② 本文,③ 結び,④ 日付)な どか

ら明 らか で あ る。

今 か ら約3500年 以 上 も前 の レタ ー に,す で に一 定 の書 信 形 式 が 用 い られて

いた ことは驚 きである。 そ して,こ の構造 ・形 式 の理 論 的解 明 を試み たのがア

ルベ リクス(1080年 頃)で あ った。 レター一は5っ の構 成 要 素(①salutatio
,②bene-

volentiaecaptatio,③narratio ,④petitio,⑤conclusio)か ら成 る とい う彼 の理 論(解

説)は ・やが て新 しい学 問"dictamen"へ と発 展 し,12世 紀 初 め に は,中 世 最 大

の法 律学 校 ボ ロ ーニ ャで独立 した専門科 目と して確立 した。 その後dictamen

は・ よ り法律 色 を強 めた"arsnotaria"へ と特 化 して い くと共 に,12世 紀 末 ま

で に は・ イ タ リアか ら西 ヨー ロ ッパ諸国 に も広 まっていった。

13世 紀 英 国 で は,dictamenの 普及 の た め にdictamenに 関 す る教 本 が 出版

され た。 そ して・14世 紀 に な る と,こ の新 しい科 目 は,法 律 を学 ぶ ため の主 要

科 目の ひ とっ と して,英 国 の大 学 あ るい は グ ラマ ー ス クールな どの学校 で教え

られ るよ うにな った。 このdictamenの 特 徴 で あ る実 用性(実 務 に役立っ こと)

の た δ6に,dictamenは,学 生 の間 で は非 常 に人 気 の高 い科 目とな った
。 若者

は・学生 と してあ るいは研修生 として,dictamenを 学 び,特 定 の書 式 に従 った

文書 作 成 の方 法 を修得 した。やがて,い ろい ろ な状 況 で種 々 の経験 を積 んだ彼

らが・一人前(専 門)の 書 記 また は商人 と して大 い に活躍 した ことは十分 推測で

きる。

そ して彼 らが公的,私 的文 書 の基 本 と して重 宝 したdictamenの 様式 は,15

世 紀 以 降本 格 化 す る英 語 通信 文 に も大 きな影響 を及 ぼす ことにな るのであ る。
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(18)Chute,op.cit.,p.45.

(19)Ibid.,p.42.

(20)Ibid.,p.46.
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thevariousformsissuedbytheRomanchurch ,

letterssenttothePope,

letterstoandfromemperors ,kings,andqueens,

letterstotheclergy,

letterstonoblemen,cities,andpeoples .

(36)Paetow,op.cit.,p.78.

(37)Wolff,op.cit.,p.6.
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(RichardJ.Schoeck,"LawyersandRhetoricinSixteenth-CenturyEng-

land",ed.JamesJ.Murphy,RenaissanceEloquence,UniversityofCalifornia

Press,1983,p.274)

(43)Paetow,op.cit.,p.82.

(44)例 え ば,当 時 の 法 律 で は,次 の よ う に 「読 み,翻 訳,書 き」 の 能 力 の 証 明 が 求 め

られ た 。(Paetow,op.cit.,p.82)``Thestatutesofthecityin1246prescribedthat

newlyemployednotariesshouldbethroughlyexaminedtoprovetheirability

toread,translateandwritedocuments,"

(45)Paetow,op.cit.,p.83.

ま た 同 じ よ う な 状 況 が フ ロ ー レ ン ス で も 見 られ た 。

"AtFlorence
,...,astherewasnouniversity,thejudgesandnotariestook

precedence;thejudges,whoweredoctorsoflaw,styledthemselvesMesser,

liketheknights;thenotariescalledthemselvessimplyser,butthisserved

todistinguishthemfromthecommoners."

(GeorgesRenard,GuildsintheMiddleAges,translatedbyDorothyTerry,

andeditedwithanintroductionbyG.D.H.Cole,AugustusM.Kelley

Publishers,NewYork,1968,p.58.)

{46)JudieRiceHenderson,"ErasmusontheArtofLetter-Writing",Renaissance

Eloquence,ed.]amesJ.Murphy,1983,p.332.

(47) 英 国 はdictamenを 外 国 か ら受 け 入 れ た 旨 次 の よ う に 述 べ ら れ て い る 。

"Englandwasgenerallyanimporternotaproducerofdictamintheory ."

(JohnH.Fisher,MalcolmRichardson,andJaneL.Fisher,AnAnthologyof

ChanceryEnglzsh,TheUniversityofTennessePress,Knoxville,1984,p.6.}
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(48)Wolff,op.cit.,p.9.

(49)以 ドの 英 国 の 事 情 に っ い て は,Richardson,"TheEarliestBusinessLettersin

English:AnOverview",pp.20-21に 基 づ く。

(50)

は,

Qン ド ン の グ ラ マ ー ス ク ー ル

演 習 科 目("EnglishDictamen")

MondayMorning

Afternoon

TuesdayMorning

Afternoon

Exercise

WednesdayMoarning

Afternoon

Exercise

Thursday

Fryday

Saturday

Moaning

Afternoon

Exercise

(SaintFaun's) の カ リキ.a.ラ ム に も,dictamen

と し て 水 曜 日 の 午 後 に 設 置 さ れ て い る 。

ApartintheGrammar

AlessoninOviddeTristibus

ApartintheGrammar

AlessoninErasmusColloquia

ApartintheGrammar

AlessoninNomenclatura

SomeversesoutoftheProverbsor

PsalmesorEnglishDictamen

ApartintheGrammar

AlessoninOviddeTristibus

SomeversesoutoftheProverbsor

Psalmes

ARepetitionofwhatbathbeenLearned

thewholeweeke

SomeversesoutoftheProverbsor

Psalmes

(HerbertW.Hildebrandt,"A16thCenturyWorkonCommunication:Precur-

sorofModernBusinessCommunication",StudiesintheHistoryofBusiness

4Vritirtg,ed.GeorgeH.DouglasandHerbertW .Hildebrandt,1985,p.54}

(51)Richardson,op.cit.,p.21.

(52)GeorgesRenard,GuildsintheMiddleAges,AugustusM.KelleyPublishers ,

NewYork,1968,p.10.

(53}Ibid.,p.10.

(54)一 般 的 に は14才 ご ろ で あ っ た 。JoanLaneは,研 修 生 の 入 門 年 齢 に つ い て 次 の

よ う に 述 べ て い る。

"Afurthe
ractof159?wasparticularlyconcernedwiththeapprenticingof

poorchildren;itpermittedoverseerstoraisearatetocoverthecostoftheir

premiumsandstipulatedthat14yearswasthemaximumageatwhichaparish

childmightbebound."

(JoanLane,ApprenticeshipinEngland,1604--1914,UCLPressLimited,London ,
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1996,p.3.)

(55)Renard,ap.cit.,p.10.

(56)以 下 参 照 の こ と。

HighpremiumsinLondontrades,1747.

Rangeofpremiums Trades

£20-£200

£30-£100

£50-£XOO

£50-一 £200

£50-£300

£100-£200

Apothecary,attorney,hosier,jeweiier,draper

Ironmonger

Artist,coachmaker,conveyancer,coalfactor,insur-

er,Iaceman,notarypublic,sugarbaker,timbermer-

chant,woolstapler

Brewer,mercer,scrivener,woolendraper

Banker,allkindsofmerchants

Soapboiler

(Lane,op.czt.,p.23.)

(57)Lane,01).C2t.,p.11.

(58)Ibid.,p.65.

(59)DanielDeFoe,TheCompleteEnglishTradesman,Vol.1,1889,BurstFranklin,

NewYork,(Reprint=1970),p.5.

{60)Lane,op.cit.,p.77.

(61)Ibid.,p.76.

(62}DeFoe,op.cit.,p.5.

(63)Ibid.,p.6.

{64)Ibid.,pp.fi-9.

(65)Lane,op.cit.,p.67.

(66)Ibid.,p.67.

{67)Ibid.,p.G5.

(fib)Ibid.,p.fib.

ま た こ の よ う な しっ け 教 育 の 実 態 に っ い て,研 修 生 は 次 の よ う に 述 懐 し て い る 。

ABIuecoat(orphanageschool)boyremembershavingtocalleveryone

"Sir"or"Madam"andreflects
,"Ididn'tlookbackwithanyillfeelings,but

ldidhavetheideathatthere'ssomethingoddthatI'mdoingitandthatno

oneelseseemstobedoingit.",...,buttheson...remembersthat"youwere

prettywelltaughtatschoolthatpeoplethatwereaboveyourrank...that

youalwayscalledthemSirorMadam_[Iwastaught]tolowermyhead

lowlyandreverentlytowardmybetters-andyouweretoldthatthese
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peoplewereyourbetters."

(MichaelJ.Childs,加 δo%7観4ρ μ2漉c召s,WorkingClass」adsinLateVictorian

andEdwardianEngland,McGill-Queen'sUniversityPress
,1992,p.34)

(69)Lane,op.cit.,p.67.

(70)Ibid.,p.67.

(71)例 え ば,Mandevilleは,子 供 た ち が 学 校 に 通 う こ と は そ れ だ け 子 供 た ち を 働 く

こ と か ら遠 ざ け る だ け で な く,

"Goingt
oSchoolinComparisontoWorkingisIdleness

,&thelongerBoys

continueinthiseasysortoflife,themoreunfittheゾ11bewhengrownup

fordownrightLabour...."

の よ う に,働 く こ と を 嫌 う よ う に な る と ,そ の デ メ リ ッ トを 憂 い て い る。 同 様 に,

WilliamCobbettも,

"I
amwhollyagainstchildrenwastingtheirtimeintheidlenessofwhatis

callededucation;andparticularlyinschoolsoverwhichthepaarentshave

nocontrol,andwherenothingistaughtbuttherudimentsofservility
,

pauperism,andslavery."

の よ う に,時 間 の 無 駄 と学 校 教 育 に 反 対 し て い る。

(Lane,vpCZt.,PP・68--69.)

(72)Richardson,"TheEarliestBusinessLettersinEnglish:AnOverview"
,p.21.
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